
四日市市中心市街地再開発にかかる市建設工事等の受発注者への不当要求等防止対策要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、令和５年度から本格化する中心市街地の再開発事業の施行に際し

て、暴力追放及び不当要求防止体制を時限的に構築するなどして、四日市市及び四日

市市上下水道局が発注する建設工事等の受発注者への不当要求等を排除し、もって

建設工事等の適正な履行を確保することを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

 (1) 中心市街地の再開発事業 次のアからイまでに掲げる事業をいう。 

  ア 中央通り再編事業等の事業化された中心市街地再開発プロジェクトにかかる事

業 

  イ 中央通り再編事業に伴う水道管網整備事業等 

 (2) 建設工事等 四日市市並びに四日市市上下水道局が発注する建設業法（昭和２４

年法律第１００号）第２条第１項に規定する建設工事並びに測量業務、土木・建築関

係コンサルタント業務、地質調査業務、補償関係コンサルタント業務、環境調査業務

及びその他建設工事に関連する業務をいう。 

 (3) 不当要求等 次のアからオまでに掲げる行為をいう。 

  ア 暴力行為又は脅迫行為 

  イ 正当な理由なく面会を強要する行為 

  ウ 粗野又は乱暴な言動により他人に不安又は嫌悪の情を抱かせる行為 

  エ 正当な権利行使を装い、又は社会常識を逸脱した手段により金銭又は権利を不

当に要求する行為 

  オ 前各号に掲げるもののほか、建設工事等に支障を生じさせる等の一切の行為 

 

（不当要求等に対する取組） 

第３条 四日市市及び四日市市上下水道局（以下「発注機関」という。）は、中心市街地

の再開発事業を実施するに当たり、建設工事等の受発注者に対する不当要求等の根

絶に向け取り組むものとする。 

 

（不当要求等防止責任者） 

第４条 四日市市及び四日市市上下水道局において中心市街地再開発にかかる市建設工

事等の発注を担当する所属（以下「発注担当所属」という。）には、建設工事等受発

注者への不当要求等の防止を図る責任者（以下「不当要求等防止責任者」という。）

として１名置くものとする。 

２ 不当要求等防止責任者は、発注担当所属の長もしくは、発注担当所属の長の指名す

る者をもって充てる。 

別紙１ 



３ 不当要求等防止責任者は、職場において次に掲げる事務を担当する。 

(1) 不当要求等に対する組織的な対応を講じること 

(2) 不当要求等に関する情報を職場の職員に周知すること 

(3) その他不当要求等に対する取組の推進に関すること 

 

（不当要求等防止協議会の設立） 

第５条 建設工事等の受発注者への不当要求等に対し、関係部局及び関係機関が連携し、

必要な措置を講じることにより、建設工事等に携わる者の安全を確保するとともに、

建設工事等の円滑な施行に寄与することを目的として、四日市市中心市街地再開発

にかかる市建設工事等不当要求等防止協議会（以下「不当要求等防止協議会」とい

う。）を設立するものとする。 

２ 不当要求等防止協議会は、別途定める規約により運営するものとする。 

 

（暴力団員等による不当要求等） 

第６条 発注機関の長又は不当要求等防止責任者は、契約の履行に当たって受発注者又

は下請負人等が暴力団関係者（四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置

要綱（平成 20 年２月５日）第２条第９号に規定する暴力団関係者をいう。）による不

当要求等を受けたときは、四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱

に基づき対応するものとする。 

 

（情報管理） 

第７条 この要綱を運用するに際し、得た情報については、情報の流出防止に努めるとと

もに適正に管理しなければならない。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、不当要求等の防止対策に必要な事項は、別に定め

るものとする。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年７月 10 日から施行する。 


